





La globalizacion y el cuerpo humano : el caso




































































































彩を帯びつつ開催されたし、一七世紀にはチベット仏教の活仏の健康を祝う催しとなった。一九二一年に世界で二番目の社会主義国となった後は、勤労者と兵士の体育教育の一環として位置付けられている。二〇世紀末に約八〇年続いた社会主義が崩壊し 後の「三種の競技」は、数少ない観光資源として市場経済の一翼を担っている。こうして常 時代の要請に応える形で「伝統スポーツ」は様々な意味を担ってきたといえる であ
 
では新世紀を迎えた今日のモンゴル国の伝統スポーツは、どのような局





















の転換点で自らを生きさせようとするとき、それにいち早く反応するのはいのちの場である身体であろう。身体は個人的な思いも担うが、 「社会」や「時代」を刻み込むものでも る。そ 身体の根幹が、伝統スポーツに揺さぶりをかけるのではないだろうか。
 
そこで本発表においては、グローバル化の風が吹き込む激動のモンゴル


















難しいかもしれない。 「地を分割しない」のではなく「分割するという想定にない」 。 両者の間には根本的な意味の違いがある。 こうしたまったく別の空間観念に生きているそれが遊牧民だといってよ だろう。
 
ただ、モンゴル遊牧民の空間観念を、 「境界の欠如」という語で一元的
にとらえることは、彼らの空間観念の複雑性を誤解しかねない。彼らは土地を連続性の感覚の内に捉えているもの 、その土地の利用に関して、決して無計画の放浪生活を営んでいる ではないから 。夏営地、冬営地など季節ごと 移動す 「我が家の空間」は家族ごとに暗黙の了解で決まっている。所有する家畜 規模や地域にもよ が、およそ四〇キロ四方の土地の中で移動している。 いくら広大な草原を持つモンゴルの地であ も、遊牧民同士が共存するために土地はある程度区別さ 、共有されているのである。
 
しかし自然を相手にする生業だけあって、去年と同様の場所が最良の空
間だとは限らない。特に一二年に一度ゾドと呼ばれる大きな雪害が発生するような厳しい自然条件の土地柄であ 。そうした天災があると家畜 一部だけを他の遊牧民の空間に派遣 たり、 全体を一定期間だけ越境し、滞在させたりするということも生じる。越境された側の牧民も本来は受け入れるほどの余裕がない場合も多いが、拒否もできないという社会の慣習がある。逃げてきた人を受け入れると う習慣が成り立つのは、次 害の折には自分が災害を逃げて越境する可能性を想定 のことである。こうした土地のフレキシブリティ 相互利用が遊牧民を共存させてきた。普段は生活の住み分けをしつつ、万一の折には土地の境界を無効にするこ
 
 
で厳しい自然と折り合いをつけて、 ともに生きてきた人々であるといえる。伝統的なモンゴル人の暮らしにとって土地を分割し 所有し明確な境界を設け、他を排除することは、家族や家畜を全滅させることと同義であるのだ。すなわち彼らにとって土地の境界は互い 分断するものではない。むしろ彼らにとって土地の境界は〈分有〉されて る 言え だろう。
 
土地の連続性の観念と境界の分有。その空間観念を成り立たせているの
は、彼らの〈移動〉という行為である。移動することは 何よりも遊牧民の知恵のつまったものである。移動の時期 判断、移動先の草 の良し悪しの見極めが彼らの生を支える。
 
――「五より上の数を知らない、平原より向こうの土地を知らない」―
―これはモンゴル ことわざであるが、行動範囲の狭さが戒めの対象となるモンゴル人 心性をよく伝えている。 また、 「ざぶ んに穴をあけた賢人より多くを周遊 た愚人」とさえいう。 〈移動〉するも 賢者を超える。「経験が重要であることは 生の真理にほか らない。ただし、その重要な経験という要素をかくも単純に移動そ もの おきかえてい 点に、移動を是とする遊牧民の思想がうかがわれる
⒊
」と小長谷有紀は述べている
が、彼らにとって〈移動〉す が を支 る根本の行為であ かようである。
 
そうであるならば、移動するということは、遊牧民にとって生業をなり
たたせるための技術や手段だけですまされる行為ではないだろ 今福龍太は遊牧民について「遊動する自らの身体意識に刻印さ 地形や風土変容の軌跡が、生存や主体性の内実を めてゆくよ な生き方だ
⒋
」と述



























ローバリゼーション ひとつの典型であるのであれば、これはまさしくグローバリゼーションを絵に描い ようなモンゴル国内の事例である。こうした国際機関から 圧力とそれに対応する国内の動きを、政府は「歴史的決定である」とその意義を強調している。しかし土地所有そのものの意味を理解できないモンゴル国民の関心は非常に薄い状態にあることは確かなようだ。ただ関心は薄いもの 、分割所有される対象となる場所に住む国民は、土地を追い立てられている現状もある。
 
また、政府は同時に「土地競売規則」を出し、土地取引所を開設してい
る。政府系新聞のオノードル（二〇〇三．五．一） 「国民はすべて数百万、数千万トグログ（一円＝約一五トグログ）の資産がもて 」と宣伝するが、 「資産」の意味を理解し、それを持つこと 実行できるのは富裕層だけである。現在のモンゴル国においては国営企業 民営化・合理化で雇用機会が激減している国 失業問題は深刻である。年々、職のみでなく住居を失う人々 マンホールで暮らしていることが大きな社会問題となり、首都ウランバートルのストリートチ ドレンは、労働省の発表によるだけで三七〇〇人を超えているというのが現状である。そうした大きな社会問題をかかえるモンゴル国の現状の中で、一部の富裕層の中か 土地を買い占め売る者が現れること 、貧富の差が益々拡大 という。こうしたモンゴル国内におけるグロ バリゼーション 流れ込みとそれに影響を受け 資本主義化の政策は、モンゴルの国民にとって 貧 の差 拡大を招くことに他ならない。
 
ただ問題は、土地売買に絡む利益の不均等を原因とする貧富の差の拡大




































境を越え地球規模に拡大する現象であるように理解さ る。しかし、実グローバリゼーションそのものの概念が、分断された国家なり民族なり組織なりが存在することを前提としていて、その固定 共同体を「超える」ことを内包している 伊豫谷登士翁
⒐
はいう。すなわち境界をなくす






践は、実は国家の枠組みにおいて施行されている。境界 なくし すべを流動化させようというのではな 、それが伊豫谷 主張だ。国境は時に「国家間の賃金格差を固定化し、不安定化する雇用の安全弁としての機能⒒
」を果たしながら、そこに住む人々を国家に固定しつつ、これまで各々















体」が立ち現れることになるのではないだろうか。しかもそれ 経済的に自立した「主体」であることにより、グローバル経済の中で、制度だけの（制度だけの問題であって実は全く対等の立場 ない。一見「制度上平等」にみえるも は、実はより強固に差異化をもたらす）対等な主体としてモンゴル国民が位置づけられることになる。土地所有法が、世銀等の債権の問題だけならば、土地私有の権利さえ保障すれば事足りる問題である。しかし土地を所有す 権利を認めたというだけでなく、〇・〇七ヘクタールずつ必要不必要関係なく強制的に土地を持たされたとなれば、また別の論理が働いているとも考えられるだろう。すなわち経済的な 主体
として国民を立ち上げる意図があるのではないだろうか。 「土地の所有」 がどのような意味 もつのかさえわからないまま、国民はグローバル経済の舞台に、 無理やり 「主体」 として立たされたということではないだろうか。
 
この「主体」という概念も非常にモンゴルにおいて、理解しにくい概念










































現在においても国民の尊敬を一身に集め 存在となる。ただ、こうした現代の英雄への道を約束する三種の競技の場 あっても、彼らは常にその目標のために日々 鍛錬を怠らず勤勉に稽古を積むという発想に ない。その競技に対する準備の様式は、いわゆる近代スポーツ は異 伝統スポーツ独特のも である だ。三種の競技は七月に催され 「ナーダム祭」と呼ばれる祭典で競われ であるが、ナーダム祭の一〇日ほど前になって初めて、相撲や弓射の稽古を始める。力士や射手は普段、他 職業についているので もてる時間 べてをトレーニングに費やすという習慣に
 
 



















大きな変化をみせている。特に相撲は大会に賞金制度を導入し、これまでナーダム祭が年に一度の大きな競技の機会であったものが、毎週末に賞金試合を行うようになった。一九九七年には「ブフ（力士・相撲） ・リーグ」が開催されるようになり、一〇〇を超える企業がスポンサーとなり、企業が力士を抱えるようにも った。そうなると相撲は生活の糧になる。これまでいわゆる「プロ」の力士は存在しなかったが、企業が力士を抱え賞金試合が通常とな と「力士」が職業のカテゴリーに移行すること なる。
 
現在のモンゴルでは地方の遊牧民が都市に集まり急激な都市化が大き
な問題となって る。社会主義時代 は機能していた遊牧民の組織（ネグデル） が急激な民営化により機能を失い、 草原の暮らしが都市と分断され、遊牧民が草原で暮らしていけ い状態が起こっている 結果、そうした草原に暮らす人々 職の いまま都市に押し寄せているのが現状なのである。そうした人々にとって力士は魅力的 職であ 。モンゴル 男性 らだれでも相撲経験があり得意技の一つや二つはもっている の国で プロ力士の急増が見受けられるのも無理か ぬことだろう。
 
そうした生活がかかるプロの力士は、日々のトレーニングは不可欠なも














をもって、いままでもそしてこれからも多種多様 生きてい 。その かでモンゴルの身体は遊牧のくらしから生まれた〈移動〉 であると発表者は考えている。
 
では現代に生きる我々の身体とはどういうものだろう。日々の努力を怠
らず、勝利や成功に向かって い進す 身体を理想としてはこ かっただろうか。他者との境界を明確にすること
によって自己完結する主体を確立





























「伝統スポーツ」という語を本論ではモンゴル伝統の相撲、競馬、弓射の 三種の競技」を指してもちいているが、これを高度に標準化された国際スポーツや近代スポーツとの対概念として用いており、地域性、儀礼性を特徴とし、一般的に近代スポーツよりも古い起源をもつスポーツと定義して用いている。加え 、モンゴル国では「三種の競技」は「ナーダム（遊び、競技） 」と呼ばれ、バスケットボールやバレーボールなどの近代スポーツはロシア語を援用したかたちで「スポト」と呼び分けら ている。すなわち当該文化では「ナ ダム」と スポル は明確に区別されているといっ もよい。それにもかかわらず「三種の競技」を「スポ ツ」と呼ぶことに疑問 感じないわけ
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